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青葉福祉ユニット

特別号

横浜市青葉区市が尾町 1151-1-203　TEL:045-508-9475　FAX:045-508-9474

電力会社
どうしてる？
アンケートに
ご協力ください。

当てはまるものに◯をお願いします。
問１、電力自由化後、電力会社を変えましたか？　　　はい　　　いいえ
問２、問１で「はい」と答えた方の伺います。電力会社を変えた理由はなんですか？
　A,　価格　　　　　B,　自然エネルギーがいいから
　C,　その他（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　差し支えなければ電力会社名を教えてください。（　　　　　　　　　　　　　　　  ）
問３、問１で「いいえ」と答えた方の伺います。電力会社を変えない理由はなんですか？
　A,　現状で満足だから　　　B,　よくわからないから
　C,　その他（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問４、今後、電力会社を変えたいと思いますか？
　A,自然エネルギーの電力会社に変えたい　　　B,電気代が安くなる会社に変えたい
　C,変えるつもりはない

我が家の電気は、

自然エネルギー
です！

オンラインでお答えいただくか、FAX・メール・郵送でネット青葉まで。
FAX：045-508-9474　E-mail：net-aoba@nifty.com
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市民がまちづくりの主人公

ネット青葉では、自然エネル
ギーへのエネルギーシフトを進
める活動に取り組んでいます。

電力自由化が、「自然エネルギーを選ぶ」という選択に必ず
しも結びついていない現状を受け、アンケート調査を開始し
ました。多くの方のご参加おまちしています。

オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
は

↑
こ
ち
ら
、
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ど
う
ぞ

　青葉福祉ユニットは。青葉区で活動する保育・子育て支援、高齢者や障害児・
者の支援、配食サービスなどを提供する NPO やワーカーズ・コレクティブな
ど 13 団体が参加する福祉ユニットです。福祉現場の声を横浜市に届ける政策
提案活動にも取り組んでいます。7 月には横浜市長選挙も実施されましたが、
その際には、生活クラブ運動グループ横浜エリア連携協議会とともに、3 人
の市長候補者にも政策提案を提出しました。また、9 月にも横浜市との円卓
会議を予定しています。これからも、力を合わせ、必要なサービスを広げ、ネッ
トワークすることで住みやすい地域づくりをめざします。

発行日　2017年 10月　発行責任者　代表　若林智子

生活クラブ運動グループ

現役世代からは「自分たちは将来介護保険を使えるのだろうか？」「寝たき
りの重度にならないと介護保険は使えないかも？」といった不安の声を聞き
ます。市民に分かりやすく、いざという時に使える介護保険制度でなければ
なりません。横浜市としての高齢者福祉政策の充実が求められています。

待機児童、保留児童の中には様々なニーズが存在しています。横浜市では、
一時預かりに力を入れ「乳幼児一時預かり事業」によって多くのニーズを
受け止めてきたことは評価できますが、まだまだ受け皿が不足しています。

働きたいのに働けない、過酷な条件で働き続けられない、家族・家庭の状況
や健康上の問題で今すぐ働くことは難しいなど、「働くこと」をめぐってたく
さんの課題が聞かれます。困難を抱えた人たちと共に働く・暮らすことを可
能にする仕組みが必要です。

東日本大震災は、エネルギー・環境の課題や、私たちの暮らし方を考え直す
機会となりました。持続可能な社会に向けて、また、いつ起こるかわからな
い災害に備え地域で自給してゆく分散型を目指し、自然エネルギーのさらな
る普及を進めることを提案します。

Q :将来介護保険を使う立場になった時
　  （または現在利用中）に必要と思う
　 サービスは何ですか？＜2,313人が回答＞

Q：介護保険サービスに関して
　　困ったことは何ですか？
　　　　　　　　　　　＜598人が回答＞

Q：子育て（0~6 歳まで）世代の働き方と利用している保育サービス等について
　　＜353人が回答＞

Q：就労に関して相談できる
　ところがありますか？
　　　　　　　　　＜2,510人が回答＞

年をとっても、安心して住み暮らせる横浜に 子ども・子育て支援・
産前からの切れ目のない支援を

希望を持って働ける
 「ワーク・ライフバランス社会へ」

省エネと自然エネルギーの
普及を進める

横浜市＆市長選候補者へ政策提案

2017.9.27

困難を抱えた人たちの
就労（実習・訓練含む）
を受け入れる企業や
NPO を応援する仕組み
を整える

１．乳幼児一時預かり事業、産前産後ケア事業、育児支援ヘルパー・
　　養育支援ヘルパー・ひとり親支援ヘルパーなどの事業の検証と拡充
２．保育所・小学校の給食、中学校のハマ弁は、食品添加物、遺伝子組
　　換え食品、放射能などを排除し、安心して食べられる食材で提供

１．訪問介護やデイサービス、移動サービスなど在宅生活を支える
　　サービスの充実
２．介護の担い手を広げるための安定的な報酬体系
３．空家や空き店舗を活用し、共同の住まいや多世代交流の場づくり


